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  序文


  クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルトは、クリスチャンたちにとって厄介者であり、クリスチャンでない者たちにとってもそうだった。ドイツのバド・ボールでルター派の牧師をしていたが、教会でも俗世間でも落ち着いてはいなかった。彼の見解はすべての人を挑発して動揺させるように思われた。それでも、神の歴史に対する、ある奇妙な伝染性の確信を、彼は持っていた。


  リチャード・ウィルヘルムは、ブルームハルトの燃えるような確信の影響を大いに受けた多くの人々の一人だった。神の王国は――今ここで現実に――至る所で優位に立たなければならない、という確信の影響を受けたのである。中国で宣教士になるという困難な道をウィルヘルムが歩み始めた時、彼はすでにブルームハルトと親密な関係になっていた。ボールで副牧師として短い期間奉仕している間、ウィルヘルムはこの御霊に満たされた信仰の人に深く感動し、そのとりこになった。そして、ブルームハルトの娘のサロメと結婚した。それゆえ、ウィルヘルムと自分の娘が中国に遣わされたことは、ブルームハルトにとって特別に意義深いことだった。彼にとって、二人は何よりもまず神の王国の使者だったのである――これは宣教士の通常の目的よりも遥かに偉大な目的である。


  一八九九年五月、（極東）総合福音プロテスタント宣教協会は、中国黄海の膠州湾の地域にウィルヘルムを任命した。欧州の圧力の下、中国はこの地域を九十九年間ドイツの租借地とすることを余儀なくされた。（植民都市として急速に栄えつつあった）青島の宣教団牧師として、ウィルヘルムに三つの任務が課せられた。牧師たること、キリスト教を中国人に広めること、中国とドイツの相互理解を深めることである。


  しかし、ブルームハルトの影響のおかげで、ウィルヘルムは以前自分が所属していた宣教協会を、神の王国のより高度な目的に仕える外面的道具にすぎないと見なした。伝統的使命にも、ドイツを代表することにも、彼は関心がなかった。彼は全く新しい何かを欲していたのである。


  かたやブルームハルトの方は、明らかに自分の影響を受けている義理の息子の働きに対して、特別な責任を感じていた。これが動機となって、一八九八年から一九一四年にかけて、ブルームハルトはウィルヘルムに多くの手紙を書いた――全部で百二十三通の手紙を書いたのである。以下のページは、これらの手紙からの抜粋を主題別に並べたものである。ブルームハルトの言葉は、心からの温かさに満ちており、父親の気遣いがありありと伺われるだけでなく、真のクリスチャンの証し人に味方するときの声でもある。


  万物の主である生けるキリストを信じるブルームハルトの揺るぎない信仰が、これらの手紙に一貫している縦糸である。ブルームハルトが見たように、イエスは全世界をご自分のものとして要求しておられ、これはキリスト教世界に限ったことではない。キリストから切り離されている人はだれもいない――「教会に属していない人」や「異教徒」もキリストから切り離されてはおらず、抑圧されている人はなおさらである。それどころか、正義を求める一般人の願望や決意、クリスチャンでない人々の洞察や望みは、神ご自身の御旨に由来するのである。


  それでは、ウィルヘルムの中国での任務はどうなのだろう？その任務はこの世界に、特にクリスチャンではない人々の世界に、「キリスト教の福音ではなく、イエス・キリストの福音」をもたらすことである。


  以下のページを読めば、読者はこの二つの福音の違いがさらにはっきりとわかるだろう。「キリスト教の福音」はキリストの使信とはほとんど関係ないか、あるいは全く関係ない、と言えば十分である。イエスが来られたのは、教理や祭儀によって特徴付けられた数々の教会を設立するためではなく、国々を覆って平和と社会正義に導く御霊の活動を引き起こすためだったのである。ブルームハルトにとって、「イエス・キリストの福音」はキリスト教、仏教、他のどんな宗教とも無関係である。「もはや宗教同士が敵対しあう時ではなく、正義が罪に、命が死に立ち向かう時である」。


  クリスチャンの証し人に関するブルームハルトの理解は、典型的な宣教協会が掲げていた使命の目の前を過ぎていった。新たな道を探さなければならなかった。本書に記されている思想は、新たな道を求めるこの探求が直接形になったものである。


  彼の言葉は上品さに欠ける。ブルームハルトは明らかに心の情熱にしたがって書いており、言葉遣いや思想の上手なまとめ方をほとんど気にせず書き殴っている。神学的にも、問題視されうる点が多々ある。しかし、「自分の思想は理路整然としている」と、ブルームハルトは決して主張したことはない。事実、多くの中心的主張の間には明確な内的関連がないように思われる。それどころか、顕著な矛盾があるようにさえ思われる。特に、制度的教会、キリストの教会、クリスチャンやそうでない人、言葉による証し、行いによる証しに関する問題ではそうである。


  それにもかかわらず、この世の潮流の中で自分の立場に立つことの意味を知っている読者なら、でっちあげの真理や、人為的な思想を見いだすことはないだろう。ブルームハルトにとって、それは信仰によって何かを敢行する問題であり、神の王国を前進させる新しい道を実験する問題、それを見いだす問題だったのである。彼の関心事は、キリストの福音を国々や人々に真にもたらすこと、扉を閉ざす代わりに開けることだったのである。


  地上に向かうブルームハルトのメッセージに影響されて、リチャード・ウィルヘルムは中国人の生活水準を向上させることに努力を集中した。これには学校を設立することや、病院を発展させることが含まれていた。宣教協会との摩擦は避けられなかった。仲間たちとは異なり、クリスチャンではない人たちの間に「キリスト教宗教」を広めることに、ウィルヘルムは全く関心がなかった。ブルームハルトのように、彼は他の諸宗教の気高さを偏見を持たずに見た。神の働きに対する恭しさをもって見ることさえしたのである。


  確かにこれは、イエスの真理を多くの宗教的真理の一つにしてしまって、混合主義に至る紛れもない処方箋であるように聞こえる。しかし、彼の手紙から明らかにわかるように、ブルームハルトは王国――神の現れ――の福音を、すべての宗教を成就する真理として強調しているのである。


  神の新創造が「表面下で、静かに、隠れた形で」前進していると、ブルームハルトは信じた。世界の歴史の嵐や圧迫のただ中でも、この秘められた前進のしるしが常にわかると、彼は信じた。ますます多様性を増しつつある世界にあって、この本のページに含まれている洞察は、私たちを助けて、今日目にする諸々のしるしを見れるようにしてくれるだろう――ただしそれには、すすんで自分たちの従来の観念を疑い、視野を広げることが必要である。
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  １．神の王国


  神の王国は、この世の諸宗教とは少しも同じではない。神がご自分をひとりの聖なる神として啓示されるのは、ただ御霊の働きによってであり、敬虔さや学識がいくらあろうと、それに代わることはない。神の御子、イエス・キリストは、天にではなく、この地上に生きておられる。たとえ、目立っていなくてもそうである。ここに私たちの希望がある。


  復活した方は、人々をご自分に引き寄せることを願っておられる。それゆえ、ある特定の信仰告白の宣伝活動には、全く関心がない。あなたは立ち上がって、この福音を示さなければならない。人々が何者だろうと、福音は万民を照らす。


  イエスの出身は卑しかったこと、彼は卑しい者のために来られたことを、決して忘れてはならない。見晴らしの良い彼らの立場から、イエスは世界を照らされる。贖いに対する期待、社会や国々の癒しに対する期待、神が地上に天の王国をもたらしてくれるよう望む願い、資本家たちが大衆を奴隷のように扱うのをやめるよう望む希望――これにより、私たちはみな、つつましい踏みにじられた人々の心と一つになるのである。


  彼らは、たとえこれまで神を求めてこなかったとしても、神の王国という言葉の意味を理解するだろう。


  私の見るところ、神の怒りがキリスト教圏に押し寄せている。これはまさに、驕り高ぶったヨーロッパ文化や敬虔ぶったキリスト教がこの人々に押しつけられてきたためであり、それと同時に、彼らがさげすまれてきたためである。私たちはみな――人々が私たちのことを異教徒と呼ぼうが、クリスチャンと呼ぼうが――神に属している。これを忘れることは、頭が硬くて暗愚であることにほかならない。これは嘘つきの霊から発している。ローマ人が皇帝によって損なわれたのと同じくらい、ヨーロッパ文明全体が損なわれている。ヨーロッパ文明は、世界の他の部分を汚れたもの、搾取の対象と見なしているのである。


  どうしてこんなことが立ち行くだろう？神は介入して私たちの目を開かなければならない。私が知る助けは唯一これだけである。この世の君がこれ以上勝利するのを許してはならない。この世の君は、勃興する人類を、すでに何度も踏みにじって汚泥の中に突き落としてきた。このようなことをこれ以上許してはならない。
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  人の力に基づいて、神の王国のために何かを成し遂げることはできない。「私たちはつまらない僕です。自分のなすべきことをしたにすぎません」（ルカ十七・十）としか私たちには言えない。イエスはご自分のぶどう園で働く働き人たちを力づけて、この世を征服させられる。それをなすのは私たちではなく、御霊である。御霊は私たちの中で、私たちを通して働かれる。御霊の前に、他のすべての霊はかがまなければならない。人々の心があなたに向かう時、これがあなたの経験することである。だから、神だけが働かれるようにせよ。太陽は至る所を照らし、最も薄汚れた所さえも照らす。神はこの太陽のような御方である。


  あなたが何をするにしても、宗教や政治組織の貪欲な手に、神の働きを渡してはならない。既存の「キリスト教」に勝利する唯一の道は、命の運動と大衆の切望である。神は私たちに人々の心を与えてくださる。その時、偽りのキリスト教の諸々の偶像は倒れるだろう。


  今まで、宗教的指導者たちは知的な方法や霊的な方法で努力してきたが、人々の実際生活を無力さと罪という暗夜の中に置き去りにしてきた。この世はのろのろと引き回されてきた。知力に欠けていたわけではないが、道徳的退廃の度がそれに匹敵していたのである。しかし、今は新しい時である！真理の御霊と王国の義が、実際生活、政界、社会生活、産業界の中に入り込もうとしている。神はまことの知識のために基礎を据えようとしておられる。政治やそれにまつわるものはみな、神の御旨に服従しなければならない。


  神の王国が地上を制するのである。神の方法は、まず、生活の実際的な物質面を確立することである。その後、霊の命が効力を表すようになるのである。この方法は権力を私たちの足の下に服従させる。これがなされないかぎり、霊的働きにおける私たちの努力は何の効果もなく、私たちは風の吹くままに翻弄されるだけだろう。霊的枠組みが生じなければならないが、それは人々の自然な生活から生じなければならない。その時、神の支配というこの良い知らせを、それを実現させる力をもって宣べ伝えられるようになるのである。


  中国人が正しい道――教会や教義の道ではなく、自由で敬虔な道――に導かれるよう、私は祈る。そうなるなら、中国人は自分たち自身の文化や言語のまま、将来、神の王国と一つになるだろう。それゆえ、経済や政治の問題に関して、今生きているこの時勢にしたがって、中国人が自分たちのペースで成長するようにさせよ。必要なものは何であれ、私たちがおせっかいをやかなくても、自然に神から与えられるだろう。


  牧師としてのあなたの身分は、少しずつ無関係になっていくだろう。預言者や、預言的活動をしている人はみな、「政治的」になるものである。神の王国を求めることは、人々の世に導くからである。神が人々の心をあなたに与えて、人々があなたに信頼するようになる時、人々はたとえクリスチャンとは呼ばれていなくても、神の王国の中に入るだろう。事実、罪や不信仰という野蛮さから人々を導き出すことよりも、キリスト教の教会という泥沼から人々を導き出すことの方が難しいのである。結局のところ、多くのクリスチャンは自己欺瞞の中に生きる洗練された野蛮人にすぎなくなってしまった。それゆえ、あなたが神の御霊と調和して生きているかぎり、異邦人の中の異邦人と呼ばれることを恐れてはならない。
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  あなたの話では、ヨーロッパの多くの国々に存在するのと同じ混乱や無力さが中国にも存在するとのことである。大衆は抑圧に反対して叫んでいるが、政府が大衆の上に不動の墓石のようにのしかかっている。至る所で人が専制政治をしいており、少しでも譲歩するくらいなら、人民全員を虐殺するだろう。


  この世の君が、あらゆる政府の背後で支配している。それらの政府が「自分たちはキリスト教に基づいている」と主張している時は、さらに悲惨である。人の計画が絶対的支配を続けているので、イエスとその御霊は支配できずにいる。


  この世の政府の背後にいる悪鬼的勢力を考えると、中国政府に政治的に影響を及ぼそうとしても、大した成果はあげられないだろう。苦しむ人々を救おうと真に願っている人はみな、既存の勢力によって必ず沈黙させられてしまうだろう。それでも、政府と交渉して何らかの抵抗活動をするよう、あなたが見識のある人々を励ますことに、私は反対しない。しかし、その人々は、少なくとも経済面で、信頼のおける人々でなければならないし、人々が自立する自由を手に入れる助けとなる類の権威を持っていなければならない。


  あなたの主な任務は、神の助けにより、学校やあなたが関わっている至る所で、人々を訓練することである。神の真理を示して隣人の幸せを何よりも重視する人々を訓練することである。これには、もちろん、神の御霊の力が必要である。それは新しいバプテスマ――人々からではない、神からのバプテスマ――のようでなければならない。この力を私たちは忍耐して待たなければならない。私たちにできるのは、目の前にあることを日々こなすことだけである。溜め息をつきながらこなすことも、よくある。それはみな空しく思われるからである。それでも、私は信じているが、静かに進歩しているのであり、新たな時が用意されつつあるのである。
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  神の王国とその義を求めるとき、霊的基盤の上にだけでなく、経済的基盤の上にも建てるようにせよ。なぜなら、イエスが地上で勝利されるのは、物質面においてだからである。私たちの宗教的集いや観念のすべてを、悪魔はあざ笑っている。日常生活や実際の働きを正すことに失敗している宗教団体は、仏教徒であれ、カトリックであれ、敬虔主義者であれ、すぐに大失敗に終わるだろう。どんなに宗教的に見えたとしても、宗教が人々から真の生活を奪い取っていることに対して、決してキリスト教的弁解をしてはならない。人々は武器や宗教の力によってではなく、実際の働きによって適切に導かれなければならない。


  ある日、神の王国が地を征服する時、真の敬虔さにより、実際的な活動や働きが満ちるだろう。なぜなら、人々が真に一つになれる唯一の基盤は、共同生活の益だからである。これについて、さらに深く考えよ。神の王国に関するかぎり、キリスト教の諸教会はもうおしまいである。なぜなら、個人的関心や利益に注意を払う利己的な社会にすぎず、そのせいで人を遠ざけているからである。大衆の悲惨さを和らげる唯一の方法は、同じ霊によって生活する、互いに実際に助け合う人々の群れを形成することである。最終的に、これが権力者たちに影響を及ぼす最も確実な道である。実際面で物事を成し遂げる人々の群れが、尊敬と権威を得るのである。


  これにあなたは衝撃を受けるかもしれない。しかし、私たちの宣べ伝えは、「宗教知識自体には――少なくとも神の王国に関するかぎり――何の価値もない」と人々が感じるようになるものでなければならない。特に隣人に対して真に活動的になる方法と、充実した生活を送るのに必要なものを万人が持つよう配慮する方法を、人々は学ばなければならない。教育を受けた人ならだれでも、神学者以上にあなたの助けになるだろう。これは神学の問題ではなく、実際的知識の問題である。私たちは真の目標――人々の益――を心に留め続けられるようにならなければならない。これがキリストの心であり、精神である。これが、まず神の王国を求めることの意味である。
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  キリストの力があなたの周囲の万物に――そして万民に――浸透しなければならない。キリストの御霊の働きは、一人の個人の努力にかかっているのではなく、むしろ人々や場所を神の聖所として整えることにかかっている。もし中国という国の中に――人々自身の中に――足がかりを見いだせないでいるなら、あなたは自分の家を砂の上に建てることになるだろう。あなたはこの人々の一員でなければならない。それは最終的に、あなたが支援者なしでもやっていけるようになるためである。政府の役人や成功した実業家から敬われるよりは、むしろ低い立場にとどまれ。


  唯一の真の純粋な働きは、隠されている。それは神秘である。私たちのしていることをたとえだれも理解できなくても、私たちは多くの努力と汗をもって働かなければならない。人々は外面的成功しか重んじないが、これは致命的である。彼らは何事も自分自身の考えにしたがってやりたがる。神の統治の到来のために戦うより、この世を攻撃して征服しようとするのである。しかも、キリストの御名によって。これは霊的傲慢にほかならない。


  あなたの忠実な働きが外面的成功を収める時、それはまさに神の祝福のしるしかもしれないが、それによって逸らされてはならない。私たちはさらに偉大なもののために努力しているのである。何か新しいものを直ちに用意して、完成させなければならない。私たちはその手助けをすることができる。ただしそれは、神が働いておられる場所に私たちが忠実に留まるならばの話である。私たちは無である。私たちに耳を傾ける人は、最終的に、身分の高い力ある者ではなく、貧しい惨めな者になるだろう。それでも、私は地上の偉人にくみして場所を変えたりはしない。それゆえ、ただ岩の上にのみ建てるようにせよ。権力や影響力を求めるすべての輩から逃れるためである。
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  神の王国では、後戻りはできない。それゆえ、心血を振り絞って、神の王国のために奮闘せよ。あなたや私の働きは二次的である。私たちは、神の未来を待望する霊の器にすぎない。これについて考えよ。あなたの内にある――忠実な人々の内にある――神の王国が出発点であり、そこから救い主はご自分の御旨を勝利に導かれる。あなたの働き全体にわたって、神の王国は進展中であるという思想を堅く握りしめなければならない。この希望は、どんな働きをする時も、私たちにやる気を与えてくれる。この希望により、私たちは前進するのである。


  これは、私たちの主要な関心が自分の実際の働きであってはならないことを意味する。この世にあるものは何でも――諸宗教も含めて――力強く、成功を収めているように見える。他方、私たちは弱く、たやすく隅にやられてしまう。しかし、より堅固な立場の上に立っているのはどちらだろうか？


  神の王国は、奇妙な数々の形で働く。今日、神の王国を現している教会、会衆、民族、国家はあるだろうか？一人でもいるだろうか？昔、人々は、プロテスタント教会に、モラビアの群れに、敬虔主義に、神の王国を見たと思っていた。今日、神の王国は表面下で活動しており、すべての国々を発展させている。神の王国は数々の新しい形で広がっている。これは私たちの理解を超えている。しかし今、かつてなかったほど、「主は近い！」と私たちは宣言しなければならない。私たちは、静穏かつ積極的に、信仰と期待により、その一部なのである。神がこの世界の生地に御旨を織り込んでおられることを知れば、それで十分である。神は目標に到達されるだろう。この人やあの人に対する目標に到達するだけでなく、万民に対する目標に到達されるのである。


  神の王国はどこから来るのだろうか？この世の歴史全体が、この約束の成就ではないだろうか？束縛は解かれ、鎖は断ち切られているのではないだろうか？中国の男性だけでなく、女性に対しても新しい道が開かれるとは、一体誰が三十年前に考えていただろうか？イエスは生きておられ、ますます征服される。イエスがすべての背後におられることに、たとえ私たちが気づいていなかったとしても。もちろん、このような進歩は、人々が神に立ち返りつつあることを示しているわけではない。しかし、この実際的解放のおかげで、神の王国は人々の間に入り込むことができるのである。


  神の介入を真に活き活きと望んでいる人は、ほんのわずかしかいない。しかし今、御霊の動きが世界中を駆け巡っている。世界は途方もない変化を経験しており、すべてが揺り動かされている。しかしそれでも、その背後には、静かだが力強い、平和、恵み、友好の思いが人々の間に存在している。神は前に向かって闊歩しておられる。隠れたキリストが働いておられる。あなたが常にこれを眼前に置きますように。私たちは裏方だが、私たちの祈り、信仰、希望は、すべてその一翼を担っている。私たちは減少し、彼が増し加わらなければならない（ヨハネ三・三〇）。私たちの生活はこれをはっきりと示すものでなければならない。


  



  ２．宗教を超えて


  御霊の動きは宗教からは決して生じない――特に、教会の教区司祭館や牧師館から生じることは決してない。制度的教会は、いわゆる知恵とやらにより、自分たちの権威を用いて、御霊の自由な動きをことごとく損なっており、そうでない場合でも、せいぜい無視を決め込んでいる。御霊の動きはあまり広まっていない。御霊の動きがある所には、人を敬う福音の喜びがある。人々を打ち砕くメッセージではなく、性格を建て上げる神の愛から発するメッセージがある。


  神の王国を心に留めよ。そうするなら、実を結ぶだろう。外国でのあなたの経験により、神の王国の種は発芽・成長する自由をますます得るだろう。人なるイエス・キリスト、神と人類の間の唯一の仲介者と共に、私たちは真実な人でなければならない。その間に割り込む仲介人を排除しようではないか。それは、私たちが牧師や司祭としてではなく、キリストの弟子や僕として、万民に接触できるようになるためである。何かを説かなければならない時は、神の支配権を説け。この世の騒ぎや猛威にもかかわらず、そうせよ。


  



  ～


  



  教会やその外国宣教への取り組みが私たちに課している恐るべき制約から逃れることは、たいへんな戦いである。私たちを自由にしてくださいと神に祈れ。神の恵みにより、貧しく踏みにじられている人々があなたに群がるとき、自然に事が運ぶだろう。労働者階級の間の使徒的任務には力があることがわかるだろう――神に対するこのような飢え渇きを、私は他所で決して見たことがない。彼らは生き抜こうとして神を脇にやってしまうこともしばしばあるが、それにもかかわらず、彼らは神に導かれており、その心の中には世界の贖いを願う願いがある。


  何としても、同胞であるドイツ人のクリスチャンたちに気兼ねなく奉仕せよ。しかし、中国人を締め出してはならない！「父がわたしに与えてくださった者はみな、わたしのもとに来ます。来る人をわたしは決して退けません」（ヨハネ六・三七）。これは生ける救い主の御言葉である。無価値な人、軽蔑されている人、踏みにじられている人が、あなたのもとに来るだろう。その人が自分と共にいることを、あなたが許しさえするなら。
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  キリスト教に対するドイツ人の典型的見解は、「復讐」や「正義」の名の下に戦って、福音のための道を切り開かなければならないというものである。十字軍の時代、人々は剣を突き付けられて「回心」させられたが、今日のキリスト教の教会の矛盾は、その頃と同じくらい酷いものである。


  これから信じる人々を、彼らを罪に定める敬虔ぶった人々から守れ。左も右も見てはならない。万民の救い主であるキリストに従え。


  殺人がこれほど多いことに、私の心は痛む。ヨーロッパのクリスチャンたちは、中国人を殺すことで、自分自身の頭上に呪いを招いてしまった。クリスチャンたちは中国の人々を癒す代わりに、彼らがヨーロッパ人ではないからという理由で、彼らを罰している。キリスト教の上に裁きが臨んでいる。敵を愛する力に欠けているからである。塩は味を失い、何の役にも立たなくなった。


  こうしたことはみな、「文明人」はキリストを理解できないことを示している。悲しいことに、宣教協会も同様である。実業家、宣教士、兵士――彼らはみな、自分なりの方法で、人々を神の御手に委ねる代わりに、自分たちのポケットに入れることを欲している。さらに、全く異なる信条や観念を持つ無数の宗派が、最大の妨げの一つとしてキリストを妨げている。これらの宗派は、キリストにあって神は全世界を和解させてくださったことを（二コリント五・十九～二一）理解していないのである。
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  あなたが中国の隣人たちの友になっていることを、私はとても嬉しく思う。しかし、あなたが彼らの心を勝ち取ることを、私は大いに願う。また、あなたが病める極貧の人々と共に働いていることも、私は嬉しく思う。たとえ多くの人々の行いが邪悪だったとしても、神の父なる御手は再び良きものを生じさせられるだろう。しかし、何人も私たちの決まり切った方法でクリスチャンになってはならない。どうか神が、私たちの意志にかなうバプテスマではなく、神の御旨にかなうバプテスマを与えてくださいますように。それは、人々が真に自由な解放された者となるためである。人々がクリスチャンと呼ばれるかどうかは重要ではない――たとえ多くの教会が、それを重要だと考えていたとしても。


  諸々の教会や分派は、会衆やバプテスマを案配することによって、つまずきの石や不調和にほかならないものを造り出している。神の王国が前進しつつあるこの終末の時代、このようなことは全くの場違いである。最初の頃、大集団が幾つもバプテスマされたが、そもそもその時から何か誤解があったのではないかと、実際のところ私は疑問に思っている。おそらく、コルネリオが御霊のバプテスマを受けた後、「一体誰がこの人々に水のバプテスマを差し控えさせられるでしょう？」（使徒十・四七）とペテロが言ったのは、「御霊が臨在しておられるのに、どうしてわざわざ水にこだわるのでしょう？」ということを単純に意味していたにちがいない。同じように、「行って、すべての諸国民をわたしの弟子にしなさい。至る所で彼らをバプテスマしなさい」（マタイ二八・十九）と言われた時、イエスは人々を水に浸すことではなく、御霊のバプテスマを強調しておられたのであることは、私には自明に思われる。


  イエスが意図されたような形で、あなたが中国人と交わりを持つなら、その結果、人々はあなたに信頼するようになり、あなたは彼らを教えられるようになるだろう。それにより、この真のバプテスマ――御霊のバプテスマ――が与えられるだろう。おそらく、後に、さらなるバプテスマがこれに続くだろう。しかし、それが教会式のバプテスマ、水による人のバプテスマである必要はあるのだろうか？私はあなたにお願いする。あなたを信頼してあなたのもとに来る人々を、あなたの羊、あるいはむしろキリストの羊と見なしてほしい。そして、水のバプテスマに基づいて何の区別もしないで欲しい。要するに、バプテスマする人を選ぶことを避けてほしい。彼らをみな引き受けよ。そうするなら、神は広大な領域に対する権威を増し加えて深めることができるようになり、数百万の人々が自分たちに与えられた御霊にしたがって天の父を見いだせるようになるだろう。その時、彼らの諸々の偶像は自然に倒れるだろう。


  バプテスマを受けることを願う人々だけでなく、人々全体に手を差し伸べることを、あなたは目指さなければならない。不幸なことに、今日の宣教団は、人々に福音をもたらす代わりに、地方教会を確立するという馬鹿げた考え――それは確かに人にとっては栄光なことであるが、神に対する侮辱である――を追い求めることを欲している。全世界を救う福音ではなく、個人の救いに神を制限する偽りの福音を、彼らは好んでいる。私は勧める。数々の原則について述べたり、議論したりせず、ゆっくりと進め。


  あなたは神の歴史の決定的岐路に立っている。それゆえ、教会奉仕や宣教の前哨地を「組織」する組織的方法に陥ってはならない。私を信じてほしい。あなたがバプテスマし始めるやいなや、おべっか使いや甘い汁を求める人々をあなたは引き寄せるだろう。そして、神はご自分の羊を引き上げてしまうだろう。中国人には中国人のようになるよう努めよ。たとえその結果、教会の方針に沿っていると思っている人々から分離することになったとしても。私の言っていることがわかるだろうか？神は新たな扉を開き、新たな器を備えてくださる。御霊は古い器にとどまられないからである。
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  秘蹟に頼ることがどれほど間違いであるのかを、キリスト教の歴史全体が示している。人々は洗礼、堅信礼、祝福を受け、祭壇で聖別されるが、それが済むとまるで何事も無かったかのように駆け去って行き、すぐ傍のおしゃべりや詐欺師の仲間に加わってしまう。秘蹟は団体を一つに保つ糊ではない。それどころか、神の介入から遠ざかれば遠ざかるほど、秘蹟がますます強力に推進されるようになるのである。


  私が見るところ、水のバプテスマは必要悪である。人々がキリストのからだに加われるようになる何か別の方法を、私は個人的に望んでいる。どんな外面的形式もそれを生み出せない。それは御霊によって与えられなければならない。バプテスマという外面的象徴を重んじる人々は、自分はバプテスマされていない人よりも優れていると思っている。しかし御霊の人々は、バプテスマされることを滅多に認めない。あなたは、イエスが理解されたように、これを理解しなければならない。イエスは弟子たちに向かって（彼らはみなバプテスマを受けていた）、「あなたたちもわたしから去って行きたいのか？」（ヨハネ六・六七）と尋ねることさえされたのである。この一つの外面的行動を強調することが大事であるとあなたが考えるなら、きっと人々が駆け寄ってきてあなたに組みするだろう――しかし、彼らはすぐにまた駆け去って行ってしまうだろう。


  いっそう広い視野を得る唯一の道は信仰によることを、あなたも私も知っている。これまで見てきた諸々の方法で人々を集めることに神を制限するなら、その時、神の王国は失われる。イエスは命なき偶像ではない！イエスは命であり、古いものから新しいものへと、絶えず前進しておられる。危機的な時が何度も訪れるだろうし、真のイエスから去ってしまう危険にだれもが陥るだろう。たとえ百回バプテスマされたとしても、これを防ぐことはできない。イエスと同じ精神でなければならないのである。


  未熟な諸教会のために使徒たちがどう戦ったのかを思い出せ。一日に三千人バプテスマしても、それは少しも使徒たちの助けにはならなかった。この初期の頃、あまりにも多くの者が忠信であり続けることに失敗した。そのため、ヘブル人への手紙のように、厳しいことを書かなければならなかったのである（ヘブル六章を見よ）。アナニヤとサッピラの後（使徒五・一～十一）、悪いのはバプテスマを施す私たちであって、まちがってバプテスマを受けた人々ではないことは、もはや明らかである。


  「神は世を愛された……」（ヨハネ三・一六）ことを忘れてはならない。バプテスマせずに、イエスの御名の中で未信者たちと交際できることは、実際のところ奇跡である。結局のところ、諸教会が施すバプテスマは、クリスチャンたちとそれ以外の人類との間に憎しみを引き起こしている。神の御霊は、敬虔ぶった人々の助けなしに、天から地に流れ下らなければならない。御霊は必要なことをなすよう人々に強いる――それゆえ、人々は「主よ、いつ私たちはあなたにお仕えしたのでしょう？」（マタイ二五・三七）とついには言うだろう。確かに、今日も、神の王国のために、教会の外で、多くの働きが進んでいるが、人々はそれに気づいていない。
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  バプテスマの問題に関しては、私が述べた精神を持て――それを決して原則の問題にしてはならない――そして、個々の事例に関して自由に行動せよ。あなたの状況は使徒パウロの状況に似ているように私には思われる。使徒パウロにとって、バプテスマは重要ではなかった（一コリント一・十四～十七）。パウロはバプテスマを他の人々に任せたのである。あなたが同じ事をしているのを、私は嬉しく思う。イエスがいけにえの慣習を軽蔑されなかったのとまさに同じように、諸教会の慣習的実行を軽蔑してはならない。しかし、私たちの目標は、古い世界から退いて、新しい世界に踏み出すことである。神のバプテスマが御霊のバプテスマのみになる時が来るだろう。


  それまでの間、あなたが個々の人を祝福して、それでバプテスマを施したと考えてもかまわない。ただしそれは、その祝福を受けた人々が「自分はこれを他の人々に押しつける権利を受けた」と考えない場合に限る。これが私が言わんとしている要点である。有害なのは外面的実行それ自体ではなく、それがしばしば引き起こす傲慢、高ぶり、他者からの分離である。それに対して、神の御霊のバプテスマは、私たちを万民の兄弟とする。機会が訪れたなら、必ずこれをあなたの聴衆に話すようにせよ。そうするなら、人々は神により、神の御名の中にバプテスマしてもらえるのである。


  回心した中国人があなたのところにやって来て、バプテスマを求めることがあるかもしれない。もしその人がこれを自ら純粋な動機で行うなら、その時はイエスの弟子たちの模範に従って、その人をバプテスマせよ。私たちが出かけて行って人々をバプテスマすることと、キリストに対する忠誠を公にすることを願って個々の人が私たちのもとに来ることとは、別のことである。それでも、私たちの任務は宗教的実行を推進することではなく、教え、愛することである。私たちがキリストの霊の中で労していること、私たちは決して他のグループに加わる邪魔をしないことを、人々は知るようにならなければならない。


  もう一度言う。何をするにせよ、バプテスマのせいで区別――「聖」なる者と「神なき」者との区別――を設けさせてはならない。むしろ、静かに祈る時とせよ。大いに自由に導かれるのに任せよ。あなたはどんな時も重要なものを見抜ける唯一の人である。あなたが神の使者であり続けて、失われている人のために神の愛を宣べ伝えるよう、私は祈る。神の愛はクリスチャンのものであるのと同じくらい、未信者のものでもあるのである。
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  人々の間に――教会や国の外側で、これらの強制的機関とは独立して――拠点を確立しないかぎり、キリストの王国は決して前進しないだろう。悲しいことに、私たちが今持っているのは、神の助けを伴わない巨大な人造組織である。教会も国も、ぽっかりと大きな口を開けている幾つもの落とし穴に難儀しており、人々はその穴に落ち込んでいる。彼らを助けるものは何もない。


  ヨーロッパのキリスト教は酷い有様である。教会が西洋で容認されているのは、それが国家の支えだからである。教会は国家と共に「この世の君」になってしまい、神は支配者たちにとってただの飾り物になってしまった。真剣に抗議する者はだれもいない。人々はこの古い、破滅した世界に懸命にしがみついており、他方、支配的勢力は新しい世界を脅威と見なしている。個人の自由は脇にやられ、練り粉のように型にはめられることをよしとする人々だけが自分の地位を保つことができる。


  それゆえ、要点は御霊のための突破口を見いだすことである。神学や教会の代表者になってはならない。真理の霊の中で、人々に近づくことだけが必要である。神はあなたを賢く導かれるので、あなたはキリスト教の迷信に敬意を払う必要は全くない。未来の出来事に私たちは関知しない――未来は神の御手の中にあり、神の時に進歩があるのである。それゆえ、勇気を出せ。平和の君が、中国、ヨーロッパ、至る所で、勝利されるのである！


  私たちは遠く隔たっているにもかかわらず、あなたと私はこの同じ戦いを戦っている。なぜなら、私たちは二人とも、真の福音の精神を押さえ込む、キリスト教の悪鬼的勢力や圧倒的形式の束縛を受けているからである。王国のキリストは依然として十字架につけられている。諸教会（「人の手が建てた宮」）の「キリスト」に、大衆を支配下に置く自分の助けをさせることを、この世の君は喜んでいる。忍耐と信仰によって御言葉を宣べ伝えることにより、私たちはこの嘘を征服しなければならない。この戦いにおいて、時が私たちの味方なのは良いことである。私たちのなすべきことは、持ちこたえて、自分の神理解に忠実であり続けることだけである。


  しかし、制度的キリスト教に反対する私たちの立場に反する諸々の方法を擁護する者たちに、驚いてはならない。私たちのイエス理解は従来のキリスト教の反対であり、これは私たちを戦いの中にもたらす。それゆえ、私たちは蛇のようにさとく、鳩のように純真でなければならない。
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  教会の門をくぐらずとも神の御許に行けると思うことが、どうして人々には難しいのか？今は、自由を求める人々の心を通して、神の正義が示される時である。神の歴史のこの段階にいることを、私たちが悟りさえすれば。そうするなら、人の法律や権利は終わりを迎え、何が正しくて何が間違っているのかを人々は自分の心で知るだろう。神はこれを実現することを願っておられる。神のかたちを帯びている私たちは、真の男女として自分に何が要求されているのかを学ばなければならない。宗教は決してこれを与えたことはないし、将来もないだろう。


  それでは、教会の性格とは何か？確かに、宗教的儀式によって一つに縛られることではない。科学者たちは知識を愛して興味を共有するがゆえに一緒にまとまるが、それと同じように、神の御霊の人々は一緒にならなければならない。一人一人が自分独自の経験や展望を持ち寄り、自分独自の方法で働いたり、学んだりする一方で、すべての人の努力を常に心に留めるのである。このような形で私たちも機能しなければならない。私たちの目標は一つに結ばれた交わりであり、この交わりに属する人は互いに愛し合い、イエスを他のすべてのものの上に置くのである。


  



  ～


  



  「自分はなぜクリスチャンなのだろう？」と多くのクリスチャンは実際に考えたことがないのではないかと、私は疑っている。真の福音以外の多くのものが宣べ伝えられている。真の福音とは、神は人類を造り直して――天だけでなく――地をご自分の栄光で満たすことを願っておられるということである。しかし、私たちのあまりにも多くの者は、宗教のキリストに満足している。異教徒のように、死後の幸福を私たちは求めている。私たちは地を諦め、自分自身や他の人々を諦めている。私たちの唯一の関心は幸いな死であり、地上における神の王国ではない。


  「人々が人生の最後の時に安らぎを受けるには、自分たちのようにならなければならない」とクリスチャンたちが考えるなら、私たちは「否！」と反対しなければならない。キリスト来臨の前に、安らかに死んだ多くの人々がいたのである。キリストがこの世に来られたのは、そのためではない。キリストが来られたのは、真の男女を創造するためである。まさにこの地上で、ご自分の真理、正義、愛があがめられるようになることを、神は欲しておられる。これが実現する時はじめて、私たちは自分が完全な人であることを立証するのである。


  神は人類を贖おうとしておられる。しかし、この贖いは人の業績とは大違いである。人々がいるところでは必ず、偉大な働きがなされるだろう。確かに、今日、多くのことが達成されているが、その原動力は自分の利益以上のものではない。


  最近、私はサモアの宣教団について聞いた。彼らが直面したことは、真に注目に値する。そこの人々はその日暮らしで、ほとんど何も考えていないが、喜びに満ちており、幸福なのである。土地や木は共有で、だれにも心配事がない。彼らは互いに満足している。しかし今、この宣教団は私有財産制を導入したいのだという。このクリスチャンたちが望んでいるのは、土地を売ることであり、物質的利益のために競って野心的になるすべを教えることである。そして、こうして彼らを目覚めさせて、そこにヨーロッパ文化をもっと容易に確立できるようにすることである。人の業績が導入されている。まるで、大切な唯一のことは自分たちのヨーロッパ文化であるとでも言いたげに。


  私は言う、この人々をそっとしておきなさい！彼らが単純なまま栄えるようにせよ。彼らがヨーロッパ人になる必要は無い。私たちのように不真実な者になってはならない。なぜなら、今の暮らしの素晴らしさにもかかわらず、果てしない嘘が社会中を駆け巡っており、私たちを完全に抑圧しているからである。


  確かに、人々には助けが必要である――しかし、彼らの内にある神の愛は、私たちヨーロッパ人の嘘をすべて結集したものよりも、すでに遥かに強いのである！私たちの任務は「新しい人を着る」（コロサイ三・九～十一）ことである。もしこれを行うことができるなら、そして、もし私たちの神学やキリスト教がまだ私たちを殺してしまっていないなら、私たちはイエスのために熱心な民になれるだろう。キリストだけが私たちの光であり命である以上、私たちは少しの助けにもならない。宗教的談話は無用である。皆が一緒に角に座って祈り、聖書を読む宗教団体の類のものを造ることは、だれの助けにもならないだろう。そうではなく、世の中の嘘を取り除くために働け。真実な心をもって神の真理の力の中に生きるよう努めることによって、助けよ。
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  宣教の働きは、それがどうなされるかには関係なく、余計である。私はこれをさらに強調しよう。現在の宣教の働きは危険である。なぜなら、日常生活の中に押し入って、未信者の道徳や習慣を独善的に攻撃しているからである。私たち西洋のクリスチャンたちは、究極の倫理学者になってしまった。しかし、「失われている人たち」が真に望んでいるのは何か？善良な人々は至る所で、「どうやってこの地上で生きていけばいいのか？」という疑問を抱いている。宗教からの答えを彼らが何も望まないのも無理はない。彼らは宗教を恐れてさえいる。なぜなら、宗教は生きる力を与える代わりに、やる気をそぐからである。解放する代わりに、縛るからである。


  キリスト教も同様である。クリスチャンたちは真理の力に対する生ける証し人ではない。神の支配権がクリスチャンたちに影響を及ぼしていたなら、儒教やイスラム教の尊敬すべき道徳家たちを真理は征服していただろう。


  今日の諸教会は、あまりにも多くの神なき慣習でいっぱいなため、神の目から見て異教徒に優るものではない。「神の御前で持つべき栄光に彼らは達していません」（ローマ三・二三）。私たちの密かな望みは、未信者がいつまでも不信仰の中にとどまらないことであり、クリスチャンがいつまでもキリスト教の中にとどまらないことである。私たちは何か新しいもの――キリストの霊による、神にある命――を求めているのである。


  



  ～


  



  現在の宣教団の実行の背後には、強力な組織がある。この組織の中では、厳しい独善的な形ではあるが、神への礼拝もいくらかなされている。この宗教組織には外面的な諸々の形式があり、異文化に対する敬意に欠けている。このような宗教組織は、入居の用意のできた新品の家のようである。その家では良心は平穏であり、そこに住む住人は大いに満足する――しかしそれでも、彼らは神の裁きを招くのである。


  しかし、あなたは喜ぶべきである。あなたにはそのような組織が何もないからである。あなたの心の中にあるのはただ福音だけである。この福音は教会間の些細な議論から逃れている。「あなたは私たちの教会に属さなければなりません」と言ってはならない。「自分には天の父がおり、この父はキリストを知る知識を通して永遠の命の真理に導いてくださる」と人々が感じるようになることが、私の願いである。あなたは中国でこの福音と共にあり、初代クリスチャンの一人にほぼなぞらえることができる。それはまさに、あなたが国家公認教会の中に組み込まれてこなかったからである。再び言うが、喜べ！初代のクリスチャンたちは、ユダヤ人やギリシャ人のままではいなかった。彼らは教会の慣習や伝統に信頼しなかった（ガラテヤ三・二六～二八）。彼らは無法者と見なされた。私たちもこれに倣おうではないか！


  御霊から生まれたものはみな、生き続けるために、目に見える形を持たなければならない。しかし、私たちは神に嘆願しようではないか。私たちの現在の働き――自由で規則に縛られない働き――に、れっきとした目に見える形が与えられますように、と。私たちの信仰は献身と責任を要求する。神の民や私たちの子供たちは、ただ現在のためだけに生きてはならない。何か持ち続けるものや、何か忠実であり続けられるものを、持たなければならない。しかし、私たちは人間だから、これは計画できるものではない。


  団体を始めることを検討する時は、これを心に留めよ。そのような団体は、神が中国人の心の中に働かれる、ささやかな突破口になりうる。しかしこれは、その団体が緊密に結ばれていて、神の支配を証しする機会をあなたに与える場合に限る。あなたが最も願うべき事は、神の王国を望む望みが多くの人の心の中に呼び覚まされることである。キリストの特徴が活き活きと表現されているこのような団体が、実は教会なのである。それは神の家である。さらに、集会や集いが自然に生じて、それにより、神の御霊が建造を続けるための基礎が据えられるだろう。どうか神があなたに御霊をこのように豊かに与えて、あなたの周囲の人々がキリストとその真の性質に捕らえられますように。


  



  ３．神のすべてを包み込む愛


  神の愛は昔ながらの諸々の分裂を引き裂く。もはや、宗教が宗教に、クリスチャンが未信者に対して争っている場合ではなく、正義が罪に、命が死に立ち向かう時である。神の愛は万民を包み込んでいる。それゆえ、自分が出会うすべての人を気遣わなければならない。劣ったものに甘んじてはならない。全世界が神の栄光を見なければならない。神が中国人に与えられた賜物に、あなたが自由にあずかる姿を見たいと、私は願っている。これが私たちの希望である。しかし、その成就には戦いが必要である。


  神は虐げられている者を守ってくださる。虐げられている者がご自分の祝福を受けるよう、神は配慮される。今日、御霊は「あなたはどんな宗教を信奉していますか」と尋ねることなく、至るところで気高い人々の心を動かしておられる。私たちの任務は、クリスチャンの福音ではなく、キリストの福音を広めることである。キリストは区別を願っておられない。これを心に留めることは、私たちにとって困難である。妥協したり遠ざかろうとする圧力に屈せずに、罪人たちと接触をもつのは容易ではない。しかし、私は望む。私たち――あなたは中国で、私はヨーロッパで――が、すべてを包み込む、キリストの創造的力を経験することを。


  これが、私が卑しい労働者階級の側に立つことを選んだ理由である。悲劇的なことに、教会は彼らを暗闇の中に放棄してしまった。しかし、まさにその教会がこの暗闇と共に生きており、そうすることにより、この世を支配しているのと全く同じ諸々の原則を吸収しているのである。クリスチャンは支配するのではなく、仕えるべきである。彼らは暴力的行為のせいで、いわゆる異教徒よりも悪い。


  最も大事なのは、イエス・キリストの使徒となることであって、ヨーロッパのクリスチャン世界の使徒となることではない。忍耐せよ。そして、何をするにしても、党派を組むことから遠ざかれ。あなたの働きは万民を包み込むものでなければならない。そうするなら、あなたの誠実さにより、あなたは万民の信頼を勝ち取るだろう。
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  しばらく前、私はあなたから、中国人の恐るべき歴史を記した冊子を受け取った。死と滅びが確かにそこを支配している――「初めから人殺しだった者」の働きが支配している。あなたが正しい道を見いだすのに難儀するのも無理はない。それでも依然として、この死から完全に逃れたいという中国人の切望を、私は感じる。密かにイエスはこの切望に取り組むことができる。そして、イエスはそうされるだろう――イエスが来られたのは罪に定めるためでなく、救うためである（ヨハネ十二・四七）。


  聖書のある御言葉が困難を生じさせるのは事実である。しかし、イエスの厳しい警告があてはまるのは敬虔な者に対してであり、未信者や罪人に対してではない。同様に、旧約聖書に記されている神の怒りは、かつて神に近くあったのに神を侮った者たちだけに向けられている。イエスの厳しい言葉は、上流の千人に対するものであって、御言葉を知らない虐げられている大衆に対するものではない（ルカ六・二）。私たちは、今日のパリサイ人やサドカイ人に怒りを向けるべきである――牧師や司教や聖職者階級全体に怒りを向けるべきである。これらの人々に対して神の怒りが向けられているのであって、一般人に対してではない。


  何世紀もの間、中国人は搾取、支配、隷属下にあった。そして、自分たちのために戦わなければならなかった。諸々の政府や支配者層が彼らを打ち倒してきた。しかしその背後で、虐げられた者たちは人らしい性格を保ち続けていたのである。彼らのもとにイエスは来られたのであり、高位にある権力者はイエスが集める群衆の前で震えるだろう。それゆえ、キリストにあって堅く立て。そして、可能なかぎり、すべての人と平和を保て。そこにとどまること以外、あなたにできることはない。しかし、あなたがそこにいることで、神の御業が呼び覚まされるだろう。そして、シオンのライオンであるイエスが立ち上がって、純粋な御業により世界は征服されるだろう。
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  神は常に個人をご自分に召される。人々の一般的な考えや行動は関係ない。神は、ご自分の選ぶどんな場所にも、命を栄えさせることができる。教会の苗床からなおも神聖な命が花開けるのは、そのおかげである。


  そうではあるが、私たちはなおも何か全く新しいものに自分自身をささげる必要がある。すべての人々や国々のために扉を開いて、前進する道を示すもののために、自分自身をささげる必要がある。いったん人々が正しい道に就くとき、彼らは神聖な事柄に関するさらなる理解を得ることができる。個人の回心は一時的方法にすぎない。個人の回心それ自体は、パリサイ主義の罪に陥りかねない。単独でバプテスマされた人はすぐに思い上がり、自分は特別な人間であって、時折だれかに霊的抗議をすることができると思いかねない。


  私たちが欲しているのは、すべての人――善人や悪人、義人やそうでない人、貧しい者や富める者、クリスチャンやそうでない人――を一網打尽にすることである。そして、人々を変え、ふるいにかけ、心を導く働きは、一つにする神の御霊に任せることである。これが「人々をバプテスマする」という言葉でイエスが言わんとされたことである。人々は捕虜のように神の王国の中に来るだろう。しかしおそらく、自分に何が起きているのか、人々は気づかないだろう。そして、彼らは命を見いだすだろう。


  それゆえ、文化的慣習を全く顧みないクリスチャンたちの横柄さに警戒せよ。このクリスチャンたちは孔子に敬意を払うべきである。なぜなら、尊敬こそ真の礼拝の始まりであることを見たのは、孔子だったからである。私たちは各々、この尊敬の念を抱かなければならない。敵さえも尊敬しなければならない。自己義認の精神に、たとえ遠くからであっても、毒される隙を与えてはならない。教会組織に堅くしがみつくどんな人も、たとえ最善の人でも、私はもはや信頼しない。彼らはみな、あまりにも酷い霊的高ぶりに陥っている。たとえそれをどんなに隠そうとしていても、そうなのである。
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  あなたの状況は言葉ではなく行動を要するものであることを、私は喜ぶ。一組の規則よりも心理的知識を促す孔子の教えは、モーセの律法のように、キリストとその王国の基礎として適しているように私には思われる。儒教には、モーセの律法より統一がとれていて首尾一貫しているという長所さえある。モーセの律法は、ユダヤ人でない者を冷酷に殺害することを正当化するために用いられてきた。（もちろん、これはモーセの律法の酷い誤解である――預言者たちはユダヤ人だけでなく、すべての諸国民のために熱心だったのである。）


  悲しいことに、神が不敬虔な者の上に下すとされている、怒りと滅びに関する観念が、クリスチャンたちの間に広まっている。これは、新約聖書が明らかに教えている神の愛と、真っ向から矛盾する。私たちが反対している事柄に照らして見る時、パウロが（彼の手紙を私は大事にしているが）ローマ人への手紙の中でこの怒りの観念を表明しているのを、私は残念に思う。無数の支配者たちが、パウロの言葉をねじ曲げて、キリスト教宗教を殺害のために剣を振るう根拠としてきた。彼らは楽しんでこれを行うのである。


  しかし、神に導かれている人や、敵をも敬うことが性分となっている人（中国人の「異教徒」も含む）を敬い、受け入れるよう、私たちは注意しなければならない。中国のいわゆる「少女殺人」について――その広がりや理由について――もっと聞きたいと私は思っているが、私が素晴らしいと思うのは、中国人が家族を通して道徳観を教え込もうとしているそのやり方である。中国人は人生の諸問題にきわめて現実的に取り組んでいる。道徳的規範が雲をつかむようなものではなく、まさにしっかりと地に足がついている。それゆえ、だれでもそれらを適用できるのである。


  「わたしが律法や預言者を廃するために来たと思ってはならない。わたしが来たのは、それらを廃するためではなく、成就するためである」（マタイ五・十七）とイエスは言われた。イエスの御名の中で異国の地を訪れる時、成就されることを待っている律法がすでに存在していることを、私たちは神に感謝すべきである。それとも私たちは、まず人々をモーセの律法で叩きのめさなければならない、と思っているのだろうか？そのようなことは神を踏みにじることである。神の御霊は、私たちクリスチャンが現れるずっと前から、働いてこられたのである！


  中国人の諸々の慣習を支持することに、不安を抱いてはならない。自分たちの歴史の中に働いてこられた神の働きに――たとえ神の御名は述べられていなくても――敬意を払う人々の慣習の場合はなおさらである。明確な行動と神の祝福により、あなたは真理に基づく関係を造り出している。それにより、人々の目は開かれるだろう。法律や正義を、それがどんな形をとったとしても、イエスがまさにそうされたように履行することが、あなたの義務である。あなたが行うこの自由な活動は、あなたが与えうるどんな説教にもまして、遥かに強く人々に訴えかけるだろう。あなたがこれを行えば行うほど、すべての父親たちの父、人々の間に見つかるすべての良きものの創造者に対する敬意が増すだろう。だれも、人々の間にある神から出ているものを敬わずに、神を敬うことはできない。
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  保守主義はいかなる類のものであれ、すべてを妨げ、麻痺させる。教会に捕らわれているクリスチャン同様、中国人もこれによって束縛されている。中国人は、過度の家族崇敬や迷信的慣習に捕らわれている。そのせいで、彼らは真の変化を何も経験できずにいる。この意味で、儒教は一種の教会のように私には思われる。儒教は魂の状態をことごとく支配して不安にさせ、真の進歩を妨げている。あなたがますます人々に近づいて、表面的関係を超えて進めば進むほど、あなたは間違いなく、数々の大きな障害に出会うだろう。


  「こういうわけだから、キリスト教を用いて中国人の国民的性格を根絶しようと欲するのは正しい」と、多くの宣教士が感じている。しかし、その結果どうなるのか、彼らはすぐにわかるだろう！国粋主義的な精神が台頭するとき、それがどちらの側であれ、異国的要素はすべて一掃されてしまう。そして、クリスチャンたち自身が敵になるだろう。人々に対して正しく行動し、抑圧に直面して人々の益を代表する人たちだけが、キリストの愛の試練に耐えることができる。あなたは気楽な人生を送ることはない。当分の間、あなたの働きは静かな影響を及ぼすだけでなければならない。


  あなたは西洋キリスト教の慣習を強要してこなかったので、反対を巻き起こさなかったのである。これはあなたにとって有利に働くだろう。中国人の基礎の上に建て続けよ。そして、宗教的挑発をすべて避けよ。私の望みは、キリストが静かに働いて、慰めてくださることである。そして、あなたや他の人々がしようとしていることの精神の違いを、人々が明らかに感じ取るようになることである。あなたが正しく指摘しているように、宣教における攻撃的企ては、神の愛から発しているのではなく、事業精神から発しているのである。


  元気を出せ。どうか神が、あなたが出会うすべての人に、御霊を与えてくださいますように！彼らは「クリスチャン」になる必要がないことを覚えよ。この呼び名は少しもなくてかまわない。神の御旨を行う者はだれでも、その人が指示を孔子から受けていたとしても、あるいは教会教父（ローマ二・十二～十六）から受けていたとしても、天の王国の子供なのである。キリストだけが、人々の生活の中に真理と命をもたらす唯一の方である。すべては彼の御手の中にある。


  どの国も神の御前に平等である。神の御前では、未信者もクリスチャンと同じくらい重要である。今日、多くの人々が「黄色い悪魔ども」について話しているが、私たちは決してそんなことはできない。あらゆる種類の人々が神の王国に入りつつある。彼らはキリストのもとに来ているのであって、クリスチャンのもとに来ているのではない。人の子のビジョン――この方は、平和を造り出す働きにより、同情、社会的責任、平等を示しておられる――が、いわゆる無宗教者の間で人気を博している。キリストの御霊はここから入り込んで、全世界を覆われるだろう。


  到来しつつある王国のしるしは、真の男女であって、クリスチャンや、イスラム教徒や、仏教徒ではない。宗教的な人々が好き勝手なことを言ったとしても、急速に発展しつつある人々や国々のこの動きを妨げることはできない。この動きは、いっそう高い目標のために奮闘する人間性を目指しているのである。これらの目標は弱く不完全なものに思われるかもしれないが、それでも神は、新たな未来のために、それらを保護して保たれるだろう。
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  最近、私はカイロを訪問した。その訪問の間、私は地元の宣教会館で説教をしなければならなかったのだが、イスラム教徒と付き合う時、単純に私たちを通して救い主に語っていただく代わりに、トランプゲームのようにキリスト教をもてあそぶことが、どんなに酷いことかを、私は痛感させられた。神の御霊がそこでは働けないほど、イスラム教徒は全く閉鎖的なわけではない。確かに、この人々がヨーロッパ的クリスチャンになることは決してないだろう――彼らがそうなったとしても、それにより彼らが何かを得るわけではなかろう。


  イスラム信仰におけるアラー崇拝には、実に印象的なものがある。宗教的形式が少ないだけでなく、たとえ不幸のただ中にあっても、また、その厳格な道徳的規範にもかかわらず、人々は心からアラーに身をささげているのである。宗教の一つとして、イスラム教には一種の力があり、その信奉者の行動に影響を及ぼすことができる。確かに、イスラム教ではすべてが厳格であり、そのせいで私たちの天の父に対する、生ける、人間的な、個人的愛をぼかしてしまっている。人の子であるイエスだけが、これを彼らに示すことができる。しかし、イスラム教徒にとって、ヨーロッパのクリスチャンは不道徳で非宗教的に見える――そして、これはある程度正しいのである。


  私はまた、「狐運動」がとても興味深いものであることに気づいた。その儀式は奇妙なものではあるが。世界中の多くの場所で、このような諸々の運動が起きているが、これは無数の人々の心の欲求を示している。人々は、日常生活に何の影響も及ぼさない古い形式や疲弊した慣行と手を切りたいと思っているのである。実に、こうした運動に共通する特徴は、人々の物質的状態を改善する実際的手段を求めている点である。たとえこの探求がこの低い水準にとどまっていたとしても、これらの運動や、変化を目指すそれらの試みを通して、神は依然として語っておられるのである。


  私たちはある矛盾に直面している。到来しつつある神の王国の福音は、私たちにとって、将来の成就を待つ一つの約束のように思われるが、それは今ここで、生かし出されるべきものである。他では見いだせないものを、私たちは人々に与えられなくてはならない。そして、それは実際的価値を持つものでなければならない。それゆえ、多くの人が次のように言うのも、もっともなことである。「牧師たちが私たちのために行ってくれることに信頼しなければならないのだとすると、私たちはまずいことになるでしょう。説教では生きていけません。私たちにとって大切なのは、実際的改善なのです」。言い換えると、人々の願いや必要は実際的信仰なのである。ああ、宗教と生活が乖離していて望みが無いのである！
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  いわゆる文化や文明の起源及び進展は、解明されないままだろう。どうして文化や文明は幾つかの国々に起源があって、それ以外の国にはないのか？生命の起源――人の命の起源も含めて――が隠れたままであるのと同じように、より高尚な衝動を持つ先進的文化の起源も隠れたままだろう。


  一般的に、こう言えるだろう。活動的な霊的・知的命は神から来るのであり、神の霊が人の進歩をもたらすのである、と。これが世界中で起きている。これがなければ、私たちは動物と同じ水準にとどまっていただろう。文化の進歩は、場所ごとにその現れは異なるが、人はより高い水準に生きるべきものであることを示している。御霊の創造の本質は、神の王国を求める絶え間ない戦いに根ざす、物質的・霊的歴史を形成することである。私は確信しているが、中国の文明もこれに変わりはない。中国の文明も神の霊的種として始まったのであり、秘密裏に発芽して、今や、現実の外界に咲き出ているのである。


  例として、バビロニヤ人、ギリシャ人、ローマ人、ユダヤ人を挙げよう。彼らの文明は、彼ら自身の動機や意志から発したのではない。むしろ、彼らの文明は彼らの無意識の領域の中にあったのであり、国家全体の潜在的感情に基づいて行動した個々人を通して現されたのである。その個人的天才のゆえに、彼らが文明の創造者であるかのように見えるかもしれないが、実際には、彼らはもっと深くにある創造物の担い手・代表者にすぎなかったのである。それがなければ、この「偉人」たちは全く無価値だっただろう。


  神の計画は、私たちを動物的存在から引き上げて、御霊の生活に移すことである。依然として、多くの真理を示してもらわなければならない――クリスチャンの人々もそうである――それは次のことを示すためである。すなわち、最初から神が望んでおられたのは、機会さえあればどこでも、私たちの偏狭な境界線を越えて、善であり真実であるものを創造することなのである。


  いわゆる高度な文明について描写する時、私は「啓示」には言及しないが、これには意図がある。文明の出現は一般的に低い水準にとどまり、発展・成長を辿り、ついには死滅する。しかし、神がご自身を啓示される時、全くちがうことが起きる。人類はその不滅性、その永遠の未来を悟るのである。その真理が輝き渡り、それだけが大事だと思われていた一時的発展はその価値を減じるのである。


  様々な出来事の酷く恐ろしい混乱のただ中でも、神の啓示は純粋な理想として何度も何度も出現する。「わたしはこの世の者ではありません。あなたたちはこの世の者です」（ヨハネ八・二三）。神は、もちろん、この世におられる。束の間の滅び行くもの――しばしのあいだ生きているもの――は、神なしでは存在しえない。しかし、これを神が私たちの心の中に置かれる愛と混同してはならない。それゆえ、文化や文明を生み出すこれらの活動的な力と、神の愛の理解に導く神聖な啓示とを区別することを、私たちは学ばなければならない。
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  過去の歴史について読む時、すぐに気づくのは、主要な出来事が単なる人間的言葉で表現されていて、歴史における神の御手が全く考慮されていないことである。こうした歴史観は神の御霊と矛盾することがしばしばである。それゆえ、神は敵を打ち砕いて復讐する神であるという観念が、聖書の中にすらしばしば現れる。


  私たちは生来、御霊のより高度な法則を悟るのにとても遅い者である。今日の有利な観点から見るとき、昔の出来事や時代として知られているものの大部分は、邪悪で間違ったもののように見える。これはそうかもしれない。しかし、歴史における人間的要素は偶発的なものにすぎない。それゆえ、過去を回想する時、私たちは裁くことを差し控えなければならない。


  通俗史に焦点を当てる代わりに、私たちは明るい点を探さなければならない。人間存在という暗夜を、今も昔も光が貫いてきた。神の霊が、たとえ短い間であっても、また、不完全な僕たちを通してではあっても、燃え上がる。例えば、モーセの場合、贖いの力の中で御名が宣言された。「あわれみと恵みに富み、怒るのに遅い方」（出エジプト記三四・六）。ダビデの場合、赦しが宣言された。「その咎を赦された者は幸いである」（詩篇三二・一）。エリヤの場合、暗闇の勢力に対して恐るべき戦いがなされた。


  神の啓示がある所では、社会的、政治的規則や規定は忘れられてしまう。宗教的規則や規定さえも忘れられてしまう。神の啓示が私たちに訪れるのは人々を通してだが、突き詰めると、イエスだけが新しい純粋なものをもたらせる。政治的・宗教的生活様式や文化的慣習は絶えず変化しており、人間的な束の間のものに属している。キリストの真の従者たちは、そのようなものに従うよう強いられているとは決して感じない。


  この理由により、孔子や仏陀はキリストに並ぶ啓示ではない。中国のような文明は――人類史の他の文明同様――社会秩序しか求めていない。孔子は、私たちの心の底からの渇きを癒すものを、何も与えてくれない。たんなる道徳哲学は、より高度な永続する価値を持たない。たとえそれがどんなに意義深いものだったとしても、それは私たちを高めて神に導いてはくれないのである。


  キリストだけが神の性質を明確に表すことができる。キリストから離れるなら、社会構造を変えようとする人の努力はみな、外側の環境が変わるやいなや、崩れ去るだろう。「私たちは律法の呪いから贖い出されて、神の子供たちの自由の中に入らなければなりません」（ガラテヤ三・十三）。人々をつなぎ止めているのは、ヨーロッパにおける私たちの高度で強力な道徳と同じく、中国人の律法である。私が若かった頃、父が私に書き送ったように、「私たちの長所が私たちの最大の罪になってしまった」のである。それらの長所が、生ける神が新しいことを行う邪魔をしているのである。


  神からの啓示が全く無くても、偉大で深遠な変化が生じうるが、内住のキリストほど素晴らしいものはない。キリストがおられる時、生ける水の川が流れ出て、人々に命をもたらす。これは人の善良さを上回るものである。神が導いておられるものは、たとえ国々が滅んだとしても、決して滅ぼされることはない。キリストの愛が支配している所でだけ、人は人としての価値を与えられるのである。そして、他のもの――社会制度や慣習――はみな、二次的地位を占めるようになり、全く重要ではなくなるのである。


  イエス・キリストの隠れた教会から、神の歴史が到来する。この教会は存続し続け、決して死に絶えることはない。人の理想の系譜と、キリストの王国の系譜とは、平行して走っている。そして、儒教やキリスト教の外套はボロボロである。新しい外套が必要である。神の純粋な愛からできていて、それを受け入れる容量を持つ外套が必要なのである。


  



  ４．私たちの果たすべき務め


  人々とあたたかい関係を築いて、その信頼を勝ち取るまで、決して説教してはならない。よそよそしくあってはならない。「ユダヤ人にはユダヤ人のように、ギリシャ人にはギリシャ人のようになりました。それは幾人かでも勝ち取るためです」（一コリント九・二〇）。そうしてはじめて、説教すべきである。しかし、それでも注意が必要である。なぜなら、人々に光を与えるのは私たちの説教ではなく、私たちの生活でなければならないからである。私たちに必要なのは、さらに多くの説教者ではなく、さらに多くの御霊だけである。


  人々が神の王国の証拠を見る前に、私たちがそれについて述べたところで、どうして人々は理解できよう？今まで人々が目にしてきた「王国」といえば、たんなる偽善、暴力、抑圧にすぎない。もしあなたが別の仕方で生活して、民衆自身の水準に立って人々と会うのでなければ、人々は神について何も理解しないだろう。


  これを心に留めて、国民的慣習を性急に退けてはならない。結局のところ、私たちヨーロッパのクリスチャンがクリスマス・ツリーを飾ったり、子供の墓でロウソクをともし、そこに何時間も座って、死者を偲ぶのは、慣習以外の何ものだろう？キリストにある新しい信者は、何らかの文化的慣習を差し控えて他の人々を怒らせる前に、まず神の愛によって、自分が神の子供であることを証明するべきである。


  これは、もちろん、クリスチャンの慣行とは対照的である。御霊と愛に基づいて建て上げる代わりに、クリスチャンの諸教会は世間の慣習に反対することに力を費やしている。しかし、キリストの使徒たちは宮に入り、初代の多くのクリスチャンは偶像にささげられた食物を食べたのではないだろうか？御霊がすべてに浸透するときはじめて、このような慣行はやむだろう――そしてこれはもともと、慣習や習慣を少しばかり拒む党派を設立することよりも、はるかに困難なことなのである。


  それゆえ、人々と肩を並べて立て。たとえ、異端者と見なされる危険を犯しても。心の正しい人々は、それでもあなたのもとに来るだろう。
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  今日、どうすれば非キリスト教国の間で足場を得られるのだろう？確かに、宣教団体が言うところの「宣教基地」を設立することによってではない。そんなことをすれば、イエスのメッセージは「外国」のもの、他所から輸入されたものであって、自国の土壌から生じたものではないと見られてしまうだろう（実は自国の土壌から生じているにもかかわらず）。たとえば、あなたの場合、人を募集しようとするなら、その結果、あなたの召しを人間的基礎の上に据えてしまうだろう。そして、中国におけるキリストの将来を脅かすだろう。


  神がそう望まれるなら、どこかささやかな場所から、御霊と御言葉を送り出すことができる。あなたが一度にあらゆる場所にいる必要は確かにない。神の御思いや御旨は、一個人から波紋のように拡がることができる。また、牧師や宣教士が常に背後に控えていなくても、人々は自分自身で新たな思想や行いに到達できる。宣教士の普通の思考法に従うなら、あなたはどこに行けばいいかわからないだろう。その場合、諸教会、特にアメリカの諸教会が、千名の宣教士を中国に遣わして、十年以内に人々を回心させようと願うのは、正しいことになろう。しかし、そんなことは全く馬鹿げている。それゆえ、神が用いることのできない人々の助けに頼るよう、あなたを導く諸々の活動に、巻き込まれすぎないよう注意せよ。


  もう一度言う。イエスが多くの人々を癒された時にそうだったように、あなたが人々と共にある時だけ、神の御霊は働くことができる。神学に基づく抽象的な信仰は無力である。


  私たち自身が神の愛と真理の体現者でなければならないし、生活の外側の環境の中に命と光をもたらすよう努めなければならない。しかし、神がこの件で勝利するのをあなたが望むなら、今日見られるより遥かに多くの神の力が必要である。人間的精神があまりにも多く活発に働いており、めいめいが「自分の助言が一番である」と主張しているのである。


  敬虔な人々の心も、神の王国について全く理解していない。それゆえ、神の王国が活動しているのを見ることを、彼らの多くは嫌がりさえする。神の王国があなたの周りで働いているので、そのような人々はきっと怒るだろう。気にするな。ただ進み続けよ。そして、自分の行いに弁護させよ。イエスが生ける現実であって、数百万の行為を生み出しておられるのでなければ、彼は他のどの教師にも優るものではない。しかし、イエスは生きておられる――彼はその上に私たちが立っている岩である――そして、彼の霊から生じた諸々の行いは、世の過ちを粉砕する岩々となるだろう。
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  私はしばしばあなたの状況を思い巡らすし、どうすればキリストが中国の人々にもたらされるのかを思い巡らす。正面からのアプローチは不毛であるように私には思われる。私はむしろ、言わば、キリストは人々の背後から現れなければならない、と言う。私は感じているのだが、キリストを通して神が今日支配される方法は、「これはキリストからのものです」と私たちが指摘できないような方法による。最後になってはじめて、達成された善はみな、キリストとその霊によることがわかるだろう。


  神は中国ですでに莫大な人々を得ておられることは確かである。あなたの任務はこの偉大な土地にとどまって、真の福音を代表することである。あなたがいるのは青島だけではない――この国全体にいるのである。なぜなら、キリストはある特定の場所におられるだけでなく、この国全体におられるからである。あなたは教会をもたらしているのではなく、福音をもたらしているのである。それゆえ、さしあたって、あなたが何をするかはあまり大事ではない――大事なのは、あなたがそこにいることである。あなたの命はキリストの中に隠されている。それゆえ、諸教会と張り合おうとしてはならない。


  あなたはきっと、そこにいるヨーロッパ人とやりとりするだろう。しかし、霊においては、あなたは中国にいるのであり、その人民の群衆の中にいるのである。貧しい者は幸いである――彼らは天の王国を受け継ぐ（ルカ六・二〇）。もしあなたがこのように語り、神の愛について語るなら、ドイツの兵士たちですら理解するだろう。これはきっと、教理問答書よりもずっと、彼らの興味を引くだろう。あなたの言葉は塩気のきいたものとなり、あなたの宣べ伝えは万民にとって意義あるものとなるだろう。


  あなたの周りにいる人々の日常の出来事と接触を保つこと、ただこれだけを喜びとせよ。彼らと「宗教的」接触を持とうとしてはならない。彼らは最初にクリスチャンになる必要はないし――おそらく決してないだろう。何回も述べてきたように、彼らは自分をクリスチャンとは決して称さないかもしれないが、単純に神の子供と称するようになるだろう。


  喜べ、あなたの無力さゆえに、扉があなたに対して開かれるのである。中国人を「啓蒙」して、あれこれ指図する人が少なければ少ないほど良い。神の御霊は、中国人自身のただ中から到来して、あなたに会わなければならない。これが起きるだろう。なぜなら、これが神の道だからである。あなたは見張り人にすぎない。人々は御霊を通してキリストを認識するようになるだろう。そして、ヨーロッパ的キリスト教ではなく、真の神聖なキリスト教が彼らのものとなるだろう。


  



  ～


  



  中国への今日の宣教士たちは重大な過ちを犯している。彼らは生徒を教える教授のように振る舞っている。それと同時に、諸教会やキリスト教の諸々の協会は、実業家のように運営していて、すべてを「成功」という尺度で測っている。私たちは別のやり方をしなければならないし、だれと会うときも、その人と対等の立場で、批判せずに、会わなければならない。私たちの任務は神の愛を放射すること、模範によって教えること、人類同士としてすべての人を敬うことである。これには時間と、多くの忍耐強い祈りが必要である。しかし、救い主は、復活した御方として、扉を開いてくださるだろう。


  再び言うが、静かに待て。自分のなすべきことは、すぐに明らかになるだろう。真のキリストが到来しなければならない。キリストは人生の諸問題に取り組んでくださる。真の宣教士は、イエスの御名の中に生きて、宗教的議論ではなく、命をもたらさなければならない。本物の信仰は、神によって生かされている人々に基づいて築かれるのであって、その逆ではない。


  この理由により、人々について調べてはならない。彼らに対して自然体で子供のようであれ。彼らをありのまま受け入れよ。しかし、それと同時に、彼らから悪影響を受けてはならない。どんな計略も図ってはならない。私たち人の努力や判断はみな、物事を複雑にするだけである。喜びに満ちた、思い煩いのない、一途な若者であれ。霊の中で自由であれ、神の中で自由であれ。人の意見から自由であれ。神が人々をあなたに導かれる時、それが誰だったとしても、人々と一つになれ。九十九人の義人は砂漠に残らなければならないだろう。なぜなら、救い主は一人の失われた羊を求めておられるからである。キリストは来て、肉体をまとわれた。それゆえ、この世はこれを経験するだろう。それゆえ、主人ではなく、僕となれ。


  



  ～


  



  他の宣教士たちに巻き込まれてはならないし、彼らに反対して働いてもいけない。あなた自身の方法で宣べ伝え、語れ。あなたの人々が他の人の集会に出席しているかどうかを調べてはならない。誠実な人々は何が真実かを悟るものである。そして、言葉や行いを尽くした末に、人々が信頼するものはこれである。キリストの霊があなたの内に生きておられることを確かめよ。特に、過ちに導かれているクリスチャンたちの間にいる時は。そうするなら、彼らがどんな類の民なのかがわかるだろう。彼らは祈りに打ち込んで熱狂状態に陥る。なぜなら、彼らにとって、これが、今しているように宣教の働きを遂行する唯一の方法だからである。普通、理性的な人には常識があるので、とてもそんなことはできない。


  宣べ伝えで頭がいっぱいの人々は、実際のところ、知識を恐れている。それゆえ、あまり早まって公に語ってはならない。さもないと、龍の中に駆け込むことになるだろう。あなたがついには、中国人には中国人となり、未信者に神を指し示すなら、神はしかるべき時に扉を開いてくださるだろう。いま大事なのは、そこのクリスチャン団体の中にいる人々が自分たちの霊的貧しさを悟るまで、内的に持ちこたえることである。なぜなら、天の王国は貧しい者のところにのみ訪れるからである。教義に関する喧嘩を一つたりとも許してはならない――教義が会話の話題であってはならない。教会の福音ではなく、神の王国の福音を宣べ伝えよ。
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  キリストの福音は永遠に新しい。「主に新しい歌を歌え」。イエスは人として私たちのもとに来られる。私たちはイエスを示さなければならない。私たちがイエスと一つになるときはじめて、私たちの内に御業が始まる。それゆえ、全き単純さをもって、中国人に対する救助者たれ。愛の力によって一つにされ、「いま生きている命は自分の命ではなく、キリストが自分の内で生きておられる命である」（ガラテヤ二・二〇）ことを意識せよ。クリスチャンを自称している者たちは、仲間のクリスチャンしか敬わない傾向がある。彼らは、人々を自分たちの団体に受け入れる前に、人々を自分たちの一員にすることを望んでいる。しかし、イエスは罪人の友であり、それ以外のことはみな天の父に任せておられるのである。


  あなたは神の御前に立っており、あなたと神との間に中国人世界が横たわっている。あなたの信仰を通して、現存するあらゆる混乱のただ中で神に働いてもらうようにせよ。あなた自身は乗り切れないし、何もできない。しかし、牧者のいない羊の間にきちんと立つなら、神が前進する道を拓いてくださるだろう。イエスが「収穫の働き人たち」（マタイ九・三六～三八）について語られる時、それは宣教士ではなく、神の勢力のことである――御使いたち、聖霊、そういった類のものである。神に対する奉仕で使徒たちが行ったのは、ただ束を受け取って、それを手渡したことだけである。


  あなたは自分の使命をこのように理解しなければならない。神に心を整えられた未信者が、あなたのもとに来るだろう。忍耐と愛をもって彼らを受け入れよ。彼らは依然として、真理を悟るには長い道のりを行かなければならないだろう。なぜなら、受け入れてもらえたことを実感するときはじめて、真理を悟れるようになるからである。彼らが「受け入れてもらえた」と感じるようになるのは、神の御名の中で、「この人々は神に属しています。たとえまだ神についてわかっていなくても、私のもとに来たのですから」とあなたが見なす時である。
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  懸案の関税問題にあなたが関わっているのは良いことである。このようにして、あなたは実際生活の諸問題に取り組むようになるのである。神の王国を気に掛けている人たちは、万民に対する愛と忍耐の礎を政治の中にも持ち込まなければならない。なぜなら、人々が幸福になるか不幸になるか、成長するか没落するかは、政治によって決まるからである。もし神の民が、身近な些細な事柄で、人に仕えることを受け入れないなら、どうして人々の間に宿っておられる御霊を明らかにすることができよう？


  忘れてはならない。宣べ伝え自体は狂信という結果になり、世界は永遠に悪の中にとどまることを。これが理由で、神なき人々は生活上の地的諸問題を保持しているのであり、真理と愛の子供たちは、自分が造った世界の片隅で溜め息をついているのである――彼らは本来、それらの問題に対して影響力を及ぼしてしかるべきなのに。だから、自分自身の経験から得た実際的な助言を添えて、総督に報告書を送れ。そうするなら、事は自然に運ぶだろう。


  中国政府が造る新しい法律の多くはクリスチャンに反対するものだが、それはただクリスチャンたちの横柄で恥知らずな振る舞いのせいである。だから、私はあなたに警告する。反対のように見えることを何もしてはならない（一ペテロ二・十二）。もし私たちの心が外側の問題にしか向いていないなら、イエスの道を示していないのである。私たちは霊の中で、そしてこの世を超越した良心の高貴な自由の中で、勝利しなければならない。力づくで得た権利は、御霊の道を押しやってしまう。私たちは神の王国のために生きているのであって、地上の王国のために生きているのではない。
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  自分が経営している学校から宗教的なものをすべて排除しようとするあなたの顕著な傾向性は、あまりにも原理主義的に聞こえる。それは天に痛みを与えるのではないかと、私は恐れる。（私自身何度も述べてきたように）「福音の宣べ伝えは私たちの行いによる」と言うのは、きわめて正当なことである。しかし、私たちが地上でイエスを敬うことを、福音は要求する。もし私たちが黙っているなら、イエスはどうやって敬われるだろう？孔子の知恵をことごとく上回るものがあることを中国人が悟るよう、あなたは助ける必要がある。私たちはイエス・キリストを告白するのであって、他のだれも告白しないことを、機会があるたびに、あなたは宣言・表明しなければならない。


  聖書の教えをどれか一つでも与えそこなうなら、何かが足りないことがますます明らかになっていくだろう。確かに、この教えのために、適切な枠組みを造る必要がある。それは、ベールを取り除くようなものでなければならない。聖書の諸々の物語を用いて、地上で神の王国を明らかにするのである。それは、天と地の唯一の神を、特定の個々人の意識に――その人生行路がこの神の啓示に至った人々の意識に――明らかにするものでなければならない。預言者たちは神の栄光を目撃して、それを証しした。私たちは創造から始めて、次に、人類の偶像崇拝や迷信的な思想及び傾向に対する神の戦いに目を転じて、イスラエルの歴史を辿ることができる。律法から預言書までのきわめて美しい純粋な御言葉を用いることができる。


  次に、イエスにより、さらに親密な神の姿が示され、全能の神が万民の父となる。今や福音は告げる。あなたは偶然の産物ではなく、万物の父である神のものであると。これが愛の新しい律法の基礎である。それは罪の赦しと、万物に対する愛である。それゆえ、あなたがたまたまどんな道徳を教えていたとしても、それはイエスの生涯と結びついていなければならない。イエスの生涯は神の王国のみに焦点づけられていたのである。


  歴史に対する好奇心のために聖書を用いてはならない。聖書は意義深いものであって、神と、地に対する神の御旨とを、私たちに告げる。たとえば、旧約聖書にあるイスラエル人の出エジプトの記事を例にあげよう。大事な点は、イスラエルが一つの民となることを可能にした奇跡である。また、彼らの間の特定の預言者たちがどのように神を証ししたかである。この真理を裏付けるために詳細が記されている。あるいは、新約聖書のラザロの事例を例にあげよう。この箇所の中心点は、「わたしは復活であり、命である」というイエスの主張である。ラザロを取り巻く出来事を構成しているのは、この重大な宣言である。イエスは復活して生きておられるというこの真理こそ、述べるべき核心である。


  聖書最大の真理は、神はイエスを遣わされたということであり、これは今後もそうである。イエスこそ、預言者たちが指し示した方である（一ペテロ一・十～十二）。これが究極的には、あなたの働き――行いによるものであれ、言葉によるものであれ――の焦点でなければならない。イエスその方の中にあるこの神の力について、私たちは黙っていられない。この力は偉大な約束として私たちの前に立っており、私たちの生活の中に希望をもたらす。聖書全体からイエスの重要性を探り出さなければならない。それは、この世の変わりゆく環境の中で、イエスが中心となるためであり、常に生きている決定的な御方となるためである。
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  最後に、あなたの任務は、宗教的方法で人々に影響を及ぼすことではない。あなたの友人たちを導いて、自分自身に打ち勝つことを学ばせることにより、その諸問題を克服させて、良い実を生み出すことである。イエスは命――神の下にある真の命――を与えることを願っておられる。宗教的感情や意見は重要ではない。この世が必要としているのは、命の人々であって、敬虔な偽善者どもではない。


  人々に何らかの宗教経験を無理強いするような宣教活動は、まさに大きな失望という結果に終わるだろう。私たちはただ自分の存在――それはできるだけ単純明快でなければならない――を通して手を差し伸べなければならない。神が人々の心を開かれるまで待て。私たちが教え込もうとすることは必ず、地に落ちて粉々になるだろう。できるだけ自分の義務を果たせ――偉大なことを成し遂げようとして、やりすぎてはならない――そうするなら、あなたの内面は神の御前で強くなるだろう。


  何か壮大なことを行うよう、私たちは求められていない。私たちに任されている任務は、キリストの霊と神の愛という光を、必要を抱えている人の世に、静かに与えることである。どんな嵐もこの光を消すことはできない。この光を暗闇は征服できない。


  中国人が抱えている必要を正確に理解すること、そして、その必要に応じる最善の方法と場所を知ることに、力を尽くせ。人々の必要や環境は異なっているが、人々の間の相互理解の原則により、国家的また宗教的な敵対心や嫉妬に終止符が打たれるだろう。今まで、神観念の異なる諸々の宗教が、分裂の源だった。しかし、互いに対する敬意をもたらす信仰が、平和の源となるだろう。これが、宗教的宣伝活動に決して携わってはならない理由である。その代わりに、すべての人を、他の人々や私たちと同じく、神の子供と見なせ。このような方法により、あなたのもとに来る学生や人々によって、真の純粋さが表されるだろう。


  このような意味で、聖職者や宣教士の任務からあなたがますます退きつつあるのは、よいことである。そのような職務は神からではなく、人々から出ている。地位の名目で事を行うのは、イエスの御名の中で事を行うのとは、全く別のことである。それゆえ、改宗活動のパン種に常に注意せよ。万民と同じ水準にとどまれ。人々の心を変えるのは、あなたの仕事ではない。あなたが日常生活の中で神の御前に正しく立ちさえするなら、神の御霊が御旨にしたがってこれを行ってくださるだろう。


  あなたが宗教的なものを付け加えたり、宗教的な罠をしかけてもいないのに、人々があなたからイエス、神の力なる人を感じ取るようなら、喜べ。然り、彼らはその方法を知らなくても、あなたの働きが及ぼしている影響に身を委ねているがゆえに、神の王国に入ることができる。もちろん、それはあなたの働きではなく、神の霊の働きである。


  数百万の人々が溜め息をついている。キリストは彼らのところに来て、天の王国をもたらされるだろう。私たちは、自分の目標はこの世界を自分たちの手ではなく神の御手にもたらすことであることを完全に覚えつつ、神の時を待たなければならない。キリスト以外の何者も、この世界に対する権利を持っておらず、父なる神の栄誉を受ける権利を持っていないのである。


  



  備考


  １．ブルームハルトは、キリスト教の枠組みから生じた政治活動と、国や政党と結びついた政治との関わりを、一貫して区別した。ブルームハルトが支持したのは前者であって、後者ではない。


  ２．働きの初期の頃、そしてエルンスト・ファーベルの病の後、ウィルヘルムは、自分の意志に大いに反して、青島におけるドイツ牧師団の任務に大いに携わった。


  ３．ここでブルームハルトが何をほのめかしているのかは、明らかではない。一般人民の犠牲のことかもしれない。ヨーロッパの列強は、中国の植民地化を進めていたので、その咎を負っていたのである。あるいはまた、ブルームハルトは義和団の乱（一九〇〇～一九〇一）のような実際の当時の出来事を念頭に置いていたのかもしれない。義和団の乱は、統治王朝に対する反乱として始まったが、北京王宮はそれを外国人たちに向けさせたのである。


  ４．伝統的な中国の家庭では、儀式的理由により、一刻も早い男児の誕生が望まれた。男児は先祖崇拝を果たす保証だった。他方、女児は、自分の家庭の先祖崇拝に対して、何の意味も持たなかった。なぜなら、女子は強制的に結婚させられた後は、夫の一族に属すようになるからである。この理由により、両親が経済的に苦しい時、女児は殺されたり、捨てられることが、しばしばあったのである。


  ５．「狐運動」は、アルコール、タバコ、阿片をやめることを強調した。これと関係していたのが、中国の様々な迷信的慣習に基づく「狐崇拝」だった。その目的は、一種の催眠術的狐憑きにより、それに参加した人を様々な中毒性の物質から解放することだった。宗教を連想させる諸々の取り組みと並んで、反王朝的な傾向もあった。そのため、この運動は政治革命の趣を決定的に帯びていたのである。


  ６．リチャード・ウィルヘルムが関税問題に興味を持った確かな理由はわからない。しかし、当時の税金問題にブルームハルトが熱心に携わっていたことはわかっている。たとえば、一九〇一年一月三十一日、彼は州議会で演説を行い、穀物に課せられた税金に反対して、保護貿易論者の穀物税に反対する立場を取った。


  



  後書き


  クリストフ・ブルームハルトは今日あまり知られていないが、生前（一八四二～一九一九）、彼の影響を感じていた人は数千人にものぼった。そうではあるが、彼の特徴を――神学的観点、政治的観点、その他の観点から――明らかにするのは容易ではない。


  ブルームハルトには何の「神学」もなかったが、二つの運動の背後に彼がいた。この二つの運動は、ブルームハルトと直接関係していたわけではないが、ブルームハルトを自分たちの先駆者の一人と見なしている。その二つの運動とは宗教社会主義（スイスとドイツ）と弁証法（「危機」）神学である。彼の思想はラガツ、バルト、ボンフェッファー、エルル、モルトマンらに大きな影響を及ぼした。今日、「カリスマ」運動があるが、カリスマ運動では、ブルームハルトとその父ヨハンを受け入れている。それは、彼らの務めを巡る諸々の奇跡的出来事のためである。


  ブルームハルトは宗教や教会の問題には注意を払わなかった。彼の焦点、実に彼の信仰の定義は、来るべき神の王国を待ち望みつつ生活することだった。世の不正に対する神の勝利は、彼にとって抽象的なものではなく、生ける現実であり、日常生活でそのために努めるべきものだった。その結果、多くの人々にとって、彼のメッセージはこの世的で危険なものに聞こえた。不遜にすら聞こえたのである。教会や個人の宗教心に対する彼の批判は人々の神経を逆なでするものだったし、今日も依然としてそうである。


  しかしながら、ブルームハルトの目的は攻撃することではなく、人々をキリストに召すことだった。キリストの力は万物を贖う。彼の目的は父親の経験から発したものだった。彼の父親は、黒い森の境界にある自分の小さな教区にいた苦しみ悩む若い女性の世話をしていたのだが、悪鬼憑きに対する二年に及ぶ戦いの末に、ようやく悪霊は出て行った。その若い女性は、「イエスは勝利者である！イエスは勝利者である！」と叫んだ。これが反撃の叫びとなって、悔い改めと癒しの運動が起こり、父親の教区に及んだだけでなく、近隣の町や村にも及んだのである。これが、その後クリストフ・ブルームハルトが経験したあらゆることの背景だった。


  ブルームハルトが十歳の時、彼の家族はバド・ボールに引っ越した。そこは大きなビルが立ち並ぶ所で、硫黄泉を中心とした保養地として発展した町だった。その町は静養のための一種のセンターとなり、何千もの人々が癒しと安息を求めてそこにやって来た。この町でクリストフは成年時代をすごし、神の導きに従って自由に働いた。


  結局のところ、人々が奇跡的癒しにばかり注目するのに嫌気がさして、ブルームハルトは公の説教から身を引くことになった。そのかわりに、神の正義を求める燃えるような願いが彼の内側に湧き起こった。これによって、彼は自分の身の回りのドイツや世界にはびこっている不幸、貧困、不公平を、いっそう深く感じるようになったのである。彼は次第に、新たな抵抗運動や反対運動の中に神の御声を感じはじめた。社会主義の数々の弱点や欠点にもかかわらず、「キリストはその中にきっと隠れておられるにちがいない」とブルームハルトは信じた。


  諸般の事情により、ブルームハルトは社会民主党に加わることを余儀なくされた（彼は一九〇〇年から一九〇六年の間、ビュルテンブルグ議会の代表に選ばれてその役に就いた）。その時、彼は追放の身のようだった。彼は国教会牧師を辞するよう要求され、落後者と目されることになった。しかし、ブルームハルトはこれを自由になるための機会として受け入れた。「国も教会も神の炎のための土地ではない」。皮肉なことに、この同じ姿勢を取った結果、最終的にブルームハルトは公の政治からも離れることになった。最初の任期の後、彼はバド・ボールに戻ったのだった。


  「預言者たちやイエスが望んでいたのは新しい世界である」とブルームハルトは信じた。万物に対する神の支配権を彼は信じた。「神は天にしかおられず、福音が適用されるのは内面生活だけである」という思想に彼は反対した。


  ブルームハルトの目から見ると、福音は生活上の革命を要求する。重要なのは神の来るべき支配である。この現実は人のいかなる進歩哲学やキリスト教を含むいかなる宗教体系とも混同されてはならない。神の王国という織物は時と場所に及ぶ。そして、自分たちの時代の諸々の錯覚にもかかわらず、真理なる御方を見る幸いにあずかった、縁のなさそうな証し人たちを一つにする。


  ブルームハルトの書き物を英語で保存している唯一の者として、私たちは彼と共に証言する。「神の王国は、今も、昔も、将来も、全被造物に対する、義と、秩序と、力と、権威と、神から出ているすべてのものの支配である。これが、求めている私たちを動かしているものであり、これはもっとよく実現されなければならない。なぜなら、私たちの生活が神の支配権にしたがって形造られないかぎり、私たちは常に不満足なままだからである」。


  



  編者一同
 二〇〇三年


  



  注記
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